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平成２２年度岩手県立盛岡峰南高等支援学校

第２回学校評議員会記録

日 時 平成２３年２月２３日（水）１０時～１１時３０分

場 所 本校会議室

進 行 菅原（副校長）

出席者 〔評議員〕菊 地 正 昭 様（岩手障害者職業センター所長）

成 田 甲子夫 様（あすなろ園園長）

福 島 尚 様（下久根公民館総務部長）

浅 沼 兵 作 様（田中自治会長）

小 澤 喜 一 様（前本校ＰＴＡ会長）

〔学校側〕校 長 髙橋 勉

副校長 菅原 和子（進行）

副校長 佐々木政義

事務長 村田 信彦

教 諭 大村 泰久（教務主任）

教 諭 米倉圭一郎（進路指導主事）

教 諭 谷 浩明（特別支援教育コーディネーター主任）

教 諭 菊地 郁子（普通科長）

教 諭 工藤 弘毅（職業学科長）

〔オブザーバー〕酒井昭彦 様 （本校ＰＴＡ会長）

１ 開 会

２ 校長あいさつ

３ 自己紹介

４ 協議（要旨）

（１）平成２２年度学校評価について（佐々木副校長）

〔Ｄ評議員〕悩み相談について丁寧さに欠けるという回答が増えているが、学校として

はどう考えているのか。

〔学 校〕多様な生徒達を入学許可した時点より、生徒の命と人生を預かっていると

いう厳粛な気持ちで指導・支援にあたっている。教職員は生徒にできるだ

け丁寧な指導を行っているが、スクールカウンセラーによる相談支援等、

学校の情報を保護者の方にさらに伝える機会を持っていきたい。

〔Ｃ評議員〕地域とのかかわりが十分ではないということについて、公民館としては掃

除をしてもらいとてもありがたいと思っている。今後、地域の行事参加も

検討してはどうか。

（２）平成２２年度３学年進路状況について（米倉）

資料説明

（３）平成２２年度特別支援教育センター業務状況について（谷）

資料説明
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（４）「峰南ドットコム」について（工藤）

今年度は、キッチンフェアやクリスマスフェアに取り組み、地域の方にも足を運

んでいただいた。これまで８０万円程度の売り上げがある。３月にはスプリングフ

ェアを開催予定である。

〔Ｃ評議員〕製作したものの他にイベント型の集客をしてはどうか。または一般的な製

品ではなく、誰も作ってくれなくて困っているものにアプローチしてみる

のも良いのではないか。

５ 本校への提言

〔Ａ評議員〕高校３年生段階の職業評価について、今年度は高校からの利用者が増えて

いる。また、職員からの相談も今年度は特別多い。高校の職員の意識を拡

充するためにもセンター機能を進めてほしい。

〔Ｂ評議員〕特別支援教育全体について検証していってほしい。

１８才～２０才は大きく変わる時期である。体力があり、明るく素直な子

は伸びる。

〔Ｅ評議員〕保護者が学校に任せきりになっている気がする。保護者に学校にきてもら

うことが必要である。

〔PTA 会長〕学校と保護者の繫がりが希薄。学校に来るメンバーは同じような気がす

る。もっと学校に足を向けてほしい。

６ その他

学校の施設を休日等に地域に貸し出しているので活用いただきたい。

７ 閉 会


